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論文内容の要旨
Pattern Recognition Analysis of Proton Nuclear Magnetic




































〇結果 1．細胞増殖能はコントロール（40.8 ± 3.4 µm）、過酸化水素 0.25 mM（33.1 ± 
2.0 µm）、過酸化水素 0.5 mM（19.8 ± 1.5 µm）であり、過酸化水素の濃度依存的に抑制
され、また細胞生存率はコントロール（95.4 ± 1.0%）、過酸化水素 0.25 mM（88.1 ± 1.2%）、
過酸化水素 0.5 mM（68.1 ± 2.3%）であり、過酸化水素の濃度依存的に低下傾向を示し
た。各グループ 10 検体のスペクトルデータを用いて PLS-DA 法による解析を行った結




〇 結果2．細胞増殖能は過酸化水素 0.5 mM 6時間（4.4 ± 0.5 µm）、12時間（13.3 ± 1.4 µm）、
24 時間（19.8 ± 1.5 µm）、コントロール 6 時間（11.1 ± 1.2 µm）、12 時間 (28.0 ± 1.6 µm）、
24 時間（40.8 ± 3.4 µm）であり、コントロールと比較すると時間の経過とともに抑制の
傾向が認められた。細胞生存率は過酸化水素暴露後 6 時間（90.2 ± 0.5%）、12 時間（89.5 
± 1.2%）、0.5 mM 24 時間（68.4 ± 1.2%）であり、コントロール 0 時間（97.3 ± 0.2%）、6 
時間（97.1 ± 0.9%）、12 時間（96.6 ± 0.8%）、24 時間後（96.6 ± 0.4%）であった。H2O2
暴露 6、12 時間後が同程度に低下し、暴露 24 時間でさらに低下した。各グループ 10
検体の NMR スペクトルデータを用いて PLS-DA 法によるクラス分類を行った結果、
スコアプロット上で時間経過のコントロール群と過酸化水素暴露群は明らかにクラス
ター化した。過酸化水素暴露群の 6 時間と 12 時間は類似し、また 24 時間群とは明ら
かにクラスター化して分離された。各群の細胞の包括的情報は細胞増殖能、細胞傷害の
程度と対応することが示すことができた。
【結論】
パターン認識による NMR スペクトル解析で得られた細胞内の包括的情報が、細胞傷
害の程度、細胞増殖能と関連することを示すことができた。
